









イ リ ノ イ 大 学 モ ー テ ン ソ ン セ ン タ ー Fall 2007 
Associates P r o g r a m 参 加 報 告
大 塚 志 乃
抄 録 : 2007 年 に 参 加 し た モ ー テ ン ソ ン セ ン タ ー の 研 修 プ ロ グ ラ ム の 内 容 を 報 告 し ， ア メ リ カ の 大 学 図 書 館 活
動 の 一 端 を 紹 介 し た 。 最 新 動 向 を 全 体 的 に 把 握 で き る よ う 用 意 さ れ た 講 義 と 図 書 館 訪 問 を は じ め と し て ， 現
地 の 文 化 に も 触 れ ら れ る よ う 多 様 な ア ク テ ィ ピ テ ィ が 用 意 さ れ た プ ロ グ ラ ム で あ っ た 。 ま た ， 多 く の 固 か ら
の 参 加 者 と 図 書 館 と い う つ な が り を 通 じ て 交 流 を 深 め る こ と が で き た 。 ア メ リ カ の ラ イ ブ ラ リ ア ン の 自 信 と
熱 意 を 感 じ ， 利 用 者 へ の サ ー ビ ス 向 上 に つ な が る 会 話 の あ る 職 場 と し て の 図 書 館 で あ り た い と 考 察 し た 。
キ ー ワ ー ド : 国 立 大 学 図 書 館 協 会 ， 海 外 派 遣 事 業 ， イ リ ノ イ 大 学 ， モ ー テ ン ソ ン セ ン タ ー ， 国 際 図 書 館 プ ロ
グ ラ ム
1. は じ め に
平 成 19 年 度 国 立 大 学 図 書 館 協 会 海 外 派 遣 事 業 に
よ り ， 2 0 0 7 年 9 月 4 日 か ら 11 月 2 日 ま で の 約 2 か
月 間 ， ア メ リ カ の イ リ ノ イ 大 学 モ ー テ ン ソ ン セ ン
タ ー の ア ソ シ エ イ ツ ・ プ ロ グ ラ ム (Fall 2007 Asso-
ciates Program. M o r t e n s o n  Center for Internation-
al Library Programs. University of Il inois ， 以 下 ，
F al 2007 Associates P r o g r a m ) に 参 加 し た 。 同 協
会 の 海 外 派 遣 事 業 は 平 成 18 年 度 に 始 ま り ， 今 回 で
2 回 目 で あ っ た 。
プ ロ グ ラ ム 参 加 者 の 顔 ぶ れ は 様 々 で あ り 参 加 目 的
も 異 な っ て い た が ， 充 実 し た 内 容 の 研 修 プ ロ グ ラ ム
が 組 ま れ て お り ， 参 加 者 の 満 足 度 は 高 か っ た 。 本 稿
で は ， 研 修 プ ロ グ ラ ム の 内 容 を 紹 介 し ， ま た ， ア メ
リ カ の 図 書 館 サ ー ビ ス の 一 端 と 14 か 国 か ら 集 ま っ
た 参 加 者 と の 交 流 に つ い て 報 告 す る 。
2. プ ロ グ ラ ム の 概 要
2.1 モ ー テ ン ソ ン セ ン タ ー の 活 動
モ ー テ ン ソ ン セ ン タ ー は ， モ ー テ ン ソ ン 夫 妻 の 寄
付 に よ り 1991 年 に 設 立 さ れ た セ ン タ ー で あ る 。 国
際 的 な 教 育 ・ 相 互 理 解 ・ 平 和 の 促 進 の た め に 図 書 館
員 に 研 修 プ ロ グ ラ ム を 提 供 し ， 地 理 的 な 位 置 や 技 術
へ の ア ク セ ス に 関 わ ら な い 図 書 館 と 図 書 館 員 の 国 際
的 な 結 び つ き を 強 め る こ と を 目 的 と し て 活 動 し て い
る O 場 所 は イ リ ノ イ 大 学 学 部 学 生 用 図 書 館 (Under-
graduate Library) 内 に あ る が ， 組 織 と し て は 独 立
し て い る 。 イ リ ノ イ 大 学 の メ イ ン キ ャ ン パ ス は ア ー
パ ナ と シ ャ ン ベ ー ン と い う 2 つ の 小 さ な 町 に ま た
が っ て 広 が っ て お り ， そ の ほ ぼ 中 央 に メ イ ン ラ イ ブ
ラ リ ー と 学 部 学 生 用 図 書 館 が あ る ( 写 真 1 ) 。
セ ン タ ー で は 毎 年 秋 に 行 う Associates P r o g r a m  
以 外 に も 各 国 か ら 短 期 ・ 長 期 滞 在 の 研 修 者 を 受 け 入
れ て お り ， ま た ， ア ジ ア ， ア フ リ カ な ど の 図 書 館 と
プ ロ ジ 、 エ ク ト を 立 ち 上 げ る な ど ， 少 数 の ス タ ッ フ で
積 極 的 に 活 動 を 行 っ て い る O
最 近 で は 3 年 間 に わ た る “ Thinking Outside of 
B o r d e r s " と い う プ ロ グ ラ ム が 終 了 し ， 報 告 が 出 さ
れ た 1 ) 。 こ れ は ， 博 物 館 ・ 図 書 館 サ ー ビ ス 機 構
(Institute of M u s e u m  a n d  Library Services) の 資
金 提 供 の も と に イ リ ノ イ 州 立 図 書 館 と の 協 力 で 行 わ
れ た も の で あ る o Fall 2007 Associates P r o g r a m に
も “ T h i n k i n g Outside of Borders" の 一 環 と し て い
く つ か の プ ロ グ ラ ム が 組 み 込 ま れ て い た 。
写 真 1 イ リ ノ イ 大 学 図 書 館 メ イ ン ラ イ ブ ラ リ ー
2.2 Fall 2007 Associates P r o g r a m  
Associates P r o g r a m は モ ー テ ン ソ ン セ ン タ ー の 代
表 的 な 非 学 位 プ ロ グ ラ ム で あ り ， 現 在 ま で に 累 計 で
700 名 以 上 が 参 加 し て い る O 約 8 週 間 の 期 間 中 ， 講
義 や 図 書 館 訪 問 な ど が セ ン タ ー に よ っ て す べ て ア レ
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Beth Allen氏， Susan Schnuer氏
・デジタル・コレクションの管理IBetsyKruger氏
・者~市図書館協議会(Urban Libraries Council: 
ULC) IMartin Gomez氏， Beronda Pitchford氏
. Consortium of Academic and Research Libraries 










大 学 図 書 館 研 究 L X X X V (2009.3) 
表 1 図 書 館 等 訪 問 先 リ ス ト
訪 問 先
大 学 図 書 館 公 共 図 書 館 学 校 図 書 館
専 門 図 書 館
関 係 団 体
1  
A C E S，  U I U C  
O  
2  
Main Library，  U I U C  
O  
3  
Undergraduate Library，  U I U C  
O  
4  
Asian Library，  U I U C  
O  
5  
Library and Information Science Library，  
O  




7  Chicago Public Library 
O  
8  










Lincoln Trail Library Systems 
O  
12 Urbana Free Library 
O  
13 
O a k  Street Remote Storage Facility，  U I U C  
O  
14 




Il inois State Library 
O  
16 
Paxton Public Library 
O  
17 
Il inois Wesleyan University's A m e s  Library 
O  
18 
Residence halllibrary，  U I U C  
O  
19 




21 O C L C  
O  
22 
T h e  Ohio State University (OSU) 
O  
A c k e r m a n  Library 





Stout Reference Library of the Indianapolis 
O  
M u s e u m  of Art 
26 Westerville P U  blic Library 
O  
27 Parkland College Library 
O  
* 掲 載 は 訪 問 }I 夏， U I U C は イ リ ノ イ 大 学 ア ー パ ナ ・ シ ャ ン ベ ー ン 校 の 略
3.2 図 書 館 訪 問
大 学 図 書 館 ， 公 共 図 書 館 ， 学 校 図 書 館 ， お よ び
A L A ，  Chicago Tribune 杜， O C L C な ど の 関 係 団 体
を 訪 問 し た ( 表 1 )0
3.3 Host Visit ( 短 期 滞 在 研 修 )
参 加 者 が イ リ ノ イ 州 内 の 図 書 館 に そ れ ぞ れ 2 ， 3 日
間 滞 在 し て の 研 修 が 行 わ れ た 。 筆 者 は パ キ ス タ ン か
ら の 参 加 者 と と も に 州 西 部 の W e s t e r n Il inois U  ni-
versity に 派 遣 さ れ ， 図 書 館 長 の Phyllis C. Self氏 の
自 宅 に 宿 泊 し た ヘ ァ ー パ ナ ・ シ ャ ン ベ ー ン か ら 車
で 片 道 3 時 間 の M a c o m b と い う 小 さ な 町 に あ る 学 生
数 約 13，000 名 の 公 立 大 学 で あ っ た 。 I 泊 2 日 と い う
短 期 間 で は あ っ た が ， 広 大 な キ ャ ン パ ス を 持 つ イ リ
ノ イ 大 学 と は ま た 異 な る 雰 囲 気 を 味 わ う こ と が で き
た。
蔵 書 は 博 士 課 程 を 持 た な い 大 学 で は ト ッ プ 10 に
入 り ， 18 名 の Faculty 資 格 を 持 つ ラ イ ブ ラ リ ア ン と
4 0 名 以 上 の ス タ ッ フ が い る と の こ と で あ っ た O
W e s t e r n  Il inois University の ラ イ ブ ラ リ ア ン と ，
図 書 館 学 の 基 礎 ク ラ ス で の 約 20 名 の 学 生 に 対 し て ，
所 属 図 書 館 を 紹 介 す る 短 い プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を
行 っ た 。 2 日 目 に は 大 学 の 国 際 交 流 部 門 の 長 と の
ミ ー テ ィ ン グ で 大 学 の 留 学 生 の 誘 致 に つ い て 話 を 聞
き ， そ の 後 ， “ W o r k s h o p International a n d  U.S. :  
Issues of Gender" と い う ワ ー ク シ ョ ッ プ に 参 加 し
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も参加して“Becominga Library Advocate" と
“DiSC Training" 5) というセッションが行われたが，
これらは既述の“ThinkingOutside of Borders"の
































3.4.2 Symposium on the Future of ILS (Integrat-
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図 1 検 索 結 果 例
、
う 立 場 で は な く ， 大 学 内 の 図 書 館 で 各 ラ イ ブ ラ リ ア
ン が そ れ ぞ れ 情 報 リ テ ラ シ ー 教 育 を 計 画 ・ 実 行 し て
い る と の お 話 で あ っ た 。 ( 大 き な 図 書 館 で は 情 報 リ
テ ラ シ ー 教 育 の 担 当 者 が い る が ， ア ジ ア 図 書 館 な ど
少 人 数 の 図 書 館 で は 各 人 が 選 書 か ら 情 報 リ テ ラ シ ー
教 育 ま で 専 門 分 野 に つ い て 幅 広 く サ ー ビ ス を 提 供 し
て い る 。 ) T e p e r 氏 は 2 0 0 7 年 に 現 職 に 就 い た ば か り
で あ っ た が ， 大 学 内 の 4 0 以 上 の 図 書 館 の 資 料 費 の
配 分 に 携 わ っ て お り ， 雑 誌 ， プ リ ン ト そ れ ぞ れ の 資
料 費 の 配 分 は 大 仕 事 で あ る と の 印 象 を 持 っ た 。
ま た ， 他 の 参 加 者 2 名 と 一 緒 に B r y a n M c M u r r a y  
氏 か ら も お 話 を 伺 っ た 。 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 教 育 セ
ン タ ー の 視 聴 覚 教 育 ス ペ シ ャ リ ス ト の M c M u r r a y 氏
は ， 自 身 も 目 が 不 自 由 で あ る が ， イ ン タ ビ 、 ユ ー で は
特 に 視 覚 障 害 者 が 使 用 す る 機 器 や 点 字 絵 本 を ご 紹 介
い た だ い た 。
4. ア メ リ カ の 図 書 館 サ ー ビ ス の 動 向
8 週 間 の 滞 在 中 に 見 聞 し た ア メ リ カ の 大 学 図 書 館
を 中 心 と し た 図 書 館 活 動 の 一 部 に つ い て 述 べ る O
4.1 W e b の 活 用
4. 1.1 図 書 館 の W e b サ イ ト
イ リ ノ イ 大 学 図 書 館 を 含 め ， ア メ リ カ の 図 書 館 の
W e b サ イ ト は 非 常 に 充 実 し て い る 。 イ リ ノ イ 大 学
で は ， W e b  of Science な ど の デ ー タ ベ ー ス ， O P A C  
や イ リ ノ イ 州 内 の 図 書 館 の 総 合 目 録 I - S h a r e ， E -
b o o k ，  G o o g l e な ど の サ ー チ エ ン ジ ン を 一 度 に 統 合
検 索 す る た め の 検 索 ボ ッ ク ス が ， 図 書 館 の W e b サ
イ ト の 中 央 に 設 け ら れ て い る O 図 書 館 の 蔵 書 か E -
b o o k か ネ ッ ト 上 の 情 報 か ， と い っ た リ ソ ー ス を 気
に す る こ と な く 利 用 者 は キ ー ワ ー ド を 入 力 し て 探 す
こ と が 可 能 で ， 検 索 結 果 は 一 画 面 に ま と め て 表 示 さ
れ る ( 図 1 ) 。 こ の 統 合 検 索 を 用 い た W e b サ イ ト は
Fall 2 0 0 7  Associates P r o g r a m の 期 間 中 で あ っ た
2 0 0 7 年 9 月 に 公 開 さ れ た 。 学 生 が 調 べ も の を す る と
き に 「 ま ず GoogleJ と な っ て い る こ と へ の 危 機 感 が
あ り ， S a r a  T h o m p s o n 氏 は こ の 新 し い W e b サ イ ト
に つ い て Iuse the easy search like GoogleJ と 紹
介 し て い た 。 訪 問 し た 他 の 大 学 図 書 館 で も G o o g l e
は 何 度 も 話 題 に 上 っ て お り ， Google の 存 在 感 は か な
り 大 き か っ た 。
ア メ リ カ で 図 書 館 の W e b サ イ ト か ら よ く 利 用 さ
れ る の が イ ン ス タ ン ト ・ メ ッ セ ー ジ で あ る 。 イ リ
ノ イ 大 学 で A s k a  Librarian と い う 質 問 ・ 相 談 ツ ー
ル と し て 紹 介 さ れ て い る の が ， )1買 に ， イ ン ス タ ン
ト ・ メ ッ セ ー ジ ， 電 子 メ ー ル ， 電 話 ， カ ウ ン タ ー の
訪 問 ， S M S  T e x t  ( 携 帯 メ ー ル ) と な っ て い る O こ
の 中 で 学 生 が 最 も 利 用 す る の が イ ン ス タ ン ト ・ メ ッ
セ ー ジ と 呼 ば れ る チ ャ ッ ト 形 式 の ツ ー ル で あ る 。 イ
リ ノ イ 大 学 で は ， 図 書 館 学 を 学 ぶ 大 学 院 生 が パ ソ コ
ン の 前 に 座 っ て 学 生 か ら の さ ま ざ ま な 質 問 に リ ア ル
タ イ ム に 答 え ， 難 し い 質 問 に は レ フ ァ レ ン ス ・ ラ イ
ブ ラ リ ア ン が 対 応 す る と の こ と で あ っ た 。
4. 1. 2  バ ー チ ャ ル 空 間 で の 広 報
日 本 で は そ れ ほ ど 広 が ら な か っ た S e c o n d Life 8 )  
だ が ， イ リ ノ イ 大 学 を 始 め と す る い く つ か の 図 書 館
で は 広 報 ツ ー ル と し て 利 用 し よ う と し て い た 。 イ リ
ノ イ 大 学 図 書 館 で は ， S e c o n d  Life 内 に バ ー チ ャ ル
な 図 書 館 を 建 て ， 住 民 に 利 用 し て も ら う よ う 仕 組 み
を 考 え て い る と の こ と で あ っ た 。 説 明 を 聞 い た と き
は ， バ ー チ ャ ル 空 間 に 図 書 館 を 設 置 し て ど れ ほ ど の
効 果 が あ る の か 疑 問 を 感 じ て い た が ， F a c e b o o k や
日 本 の m l x l な ど の S N S ( ソ ー シ ャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー
キ ン グ ・ サ ー ビ ス ) の 影 響 の 大 き さ を 考 え る と ， メ
ン バ ー 限 定 の バ ー チ ャ ル 空 間 で も 利 用 者 と の コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン や 図 書 館 広 報 の 試 行 が 可 能 だ と 考 え る
よ う に な っ た 。
4.2 コ ン ソ ー シ ア ム と O C L C
ア メ リ カ で は 地 域 単 位 の コ ン ソ ー シ ア ム が ほ と ん
ど で ， 特 に ， 州 立 大 学 や 私 立 大 学 と い っ た 設 置 母 体
の 種 類 ご と の コ ン ソ ー シ ア ム は な い 。 州 ご と の 独 立
性 が 強 い か ら で あ る が ， イ リ ノ イ 州 で も い く つ か の
コ ン ソ ー シ ア ム が 存 在 す る 。
そ の 一 つ ， C o n s o r t i u m  of A c a d e m i c  a n d  
R e s e a r c h  Libraries in Il inois ( C A R L I ) は 3 つ の コ
ン ソ ー シ ア ム が 統 合 し て 2 0 0 5 年 に 発 足 し た も の で ，
州 内 の 約 140 の 機 関 が 参 加 し て い る O 中 心 と な っ て
い る の は イ リ ノ イ 大 学 だ が ， I-Share と い う 総 合 目
録 の 提 供 を は じ め と し て ， 電 子 リ ソ ー ス の 購 入 や メ
ン バ ー 館 の た め の 研 修 な ど の サ ー ビ ス が 28 名 も の
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写 真 4 副 所 長 宅 で の ラ ン チ パ ー テ ィ ー ( 2 列 目 左 か
ら 5 人 目 が セ ン タ ー 長 の F o r d 氏 ， 同 4 人 目 が 副 セ ミ
タ ー 長 の Schnuer 氏 )
カ の 家 庭 を 訪 問 す る 貴 重 な 機 会 で あ っ た ( 写 真 4 )0  
ま た ， A m i s h 村 ツ ア ー や 果 樹 園 ， ト ウ モ ロ コ シ 農
場 ， カ ボ チ ャ 畑 ツ ア ー な ど 現 地 の 文 化 に 触 れ ら れ る
よ う 配 慮 が な さ れ た 。
外 国 か ら の 参 加 と い う こ と で ， 大 学 の 国 際 交 流 部
門 の 担 当 者 と の ミ ー テ ィ ン グ も 設 け ら れ た 。 参 加 者
か ら の 質 問 や 意 見 は ， 自 国 か ら の 留 学 の 可 能 性 ， 特
に 奨 学 金 や 受 け 入 れ 態 勢 に 関 す る こ と が 多 か っ た 。
6. 他 の 参 加 者 と の 交 流
自 分 の 設 定 テ ー マ に 沿 っ て 研 修 す る 形 式 で は な
く ， セ ン タ ー に よ っ て 2 か 月 間 の プ ロ グ ラ ム 内 容 が
組 ま れ て い る こ と が Associate P r o g r a m の 最 大 の 特
徴 で あ る が ， そ れ と と も に 特 徴 の ー っ と 言 え る の が
他 の 参 加 者 と の 交 流 で あ る 。
特 に 2 0 0 7 年 は セ ン タ ー 副 所 長 の S c h n u e r 氏 が
1  A m b a s s a d o r  ( 大 使 )J と グ ル ー プ 名 を 付 け た ほ ど
に ， 参 加 者 の 国 の 数 が 14 か 国 と 多 か っ た 。 1 年 間
の 長 期 滞 在 予 定 の 1 名 を 除 い た 16 名 は ， キ ャ ン パ
ス は ず れ の オ ー チ ヤ ー ド ダ ウ ン と い う 地 域 に あ る ，
大 学 構 成 員 の た め の 家 族 向 け ア パ ー ト 群 の 一 室 に 2
名 ず つ 滞 在 し ， 文 字 通 り 「 寝 食 を 共 に す る J 2 か 月
を 送 っ た 。 食 事 や 生 活 習 慣 ， 文 化 ， 宗 教 ， 政 治 な ど
各 参 加 者 の 持 つ 背 景 の 相 違 に 戸 惑 う こ と も 多 か っ た
が， 1図 書 館 」 と い う つ な が り と 他 の 参 加 者 に 対 す
る 敬 意 に よ り 交 流 を 深 め ， 互 い の 固 と 図 書 館 に 対 す
る 関 心 を 高 め る こ と が で き た 。 大 学 院 を 出 て い る 人
や 授 業 を 受 け 持 つ て い る 人 も い て ， い か に 他 国 の 図
書 館 や 司 書 の 事 情 を 知 ら な い か 思 い 知 ら さ れ た 。
図 書 館 だ け で は な く ， 政 治 経 済 ， 国 際 平 和 に つ い
て も 関 心 が 高 い 参 加 者 が 多 く ， 訪 問 先 で の 鋭 い 指 摘
と 議 論 に 圧 倒 さ れ た こ と も し ば し ば あ っ た 。
こ れ ら 参 加 者 の 多 く と は 研 修 終 了 後 も 連 絡 を 取 り
写 真 5 捨 て ら れ な い 目 録 カ ー ド
合 い ， 互 い の 図 書 館 の 、 活 動 に つ い て a 情 報 交 換 を 行 っ
て い る 1 ヘ 今 後 も 欧 米 だ け で な い 各 国 の 図 書 館 の 動
向 に 関 心 を 持 ち 続 け た い 。
7. さ い ご に
2 か 月 と い う 短 い よ う で 長 い 研 修 中 に 感 じ た の は
「 ア メ リ カ の 図 書 館 は 先 進 的 で 素 晴 ら し い 」 と い う
礼 賛 だ け で は な か っ た 。 講 義 も す べ て が 目 新 し か っ
た わ け で は な い 。 実 際 ， す で に 知 っ て い る こ と も
あ っ た 。 書 庫 の 狭 隆 化 や 学 生 の G o o g l e 第 一 主 義 へ
の 危 機 感 ， 予 算 獲 得 や 人 員 削 減 と い っ た 大 き な こ と
か ら ， 遡 及 入 力 が 完 了 し て も 目 録 カ ー ド が 捨 て ら れ
な い ラ イ ブ ラ リ ア ン が い る ( 写 真 5 ) と い っ た 小 さ
な こ と ま で ， 日 本 と 変 わ ら な い 懸 案 事 項 が 数 多 く 存
在 す る O
ま た ， F a c u l t y 資 格 を 持 て ば 「 定 年 」 は な い が ，
一 方 で ， 人 的 資 源 管 理 の 講 義 で 与 え ら れ た デ イ ス
カ ッ シ ョ ン の テ ー マ に 「 長 年 ， ラ イ ブ ラ リ ア ン と し
て 働 い て き た A さ ん は 最 近 の 技 術 の 変 化 に う ま く 対
応 で き て い な い よ う だ 。 そ の た め 他 の ラ イ ブ ラ リ ア
ン と の 信 頼 関 係 が 崩 れ て し ま っ て い る O ど の よ う に
対 応 し た ら 良 い か 」 と い う も の が あ り ， そ う い う 事
例 が 実 は 少 な か ら ず あ る の で は な い か と も 思 わ れ
た。
し か し ， 毎 日 の よ う に 感 じ る 類 似 と 相 違 の 交 錯 の
中 で ， 頻 繁 に 感 じ た 違 い は ラ イ ブ ラ リ ア ン の 「 自 信
と 熱 意 」 で あ っ た 。 「 こ の 自 信 と 熱 意 は ど こ か ら 来
る の か 」 と い う 素 朴 な 疑 問 が 常 に 頭 の 中 に あ り ，
翻 っ て 日 本 の 状 況 を 考 え る と 「 自 信 と 熱 意 」 を 持 つ
( か つ ， 表 面 上 に 見 せ て い る ) 図 書 館 員 は ア メ リ カ
に 比 べ る と 割 合 は 低 い の で は な い か と 思 わ れ た 。
そ れ は も ち ろ ん ， 文 化 ， 歴 史 ， 政 治 と い っ た ， 国
や 国 民 の 置 か れ て い る 背 景 の 相 違 に よ る も の と 考 え
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